
研究課題

研究期間

平均点

研究の背景 4.0

研究目的の妥当性 4.2

研究内容の合理性・新規性 3.8

研究予算の妥当性 3.6

目的達成の可能性 3.8

期待される研究成果 4.2

予備研究の状況 3.6

総合評点 4.2

 本研究は微細転写加工技術を発展させ、μTASや燃料電池への応用を目指すもの
であり、量産化技術の構築と応用は県内関連企業の発展のためにも必要不可欠で、
目標達成を期待する。

事前評価報告書

評価項目

マイクロ金型による微細転写加工技術に関する研究

平成２２年度～２４年度

　　　　　　　　　　　　　　　　総合理工学研究機構運営委員会　　　平成２1年10月9日（金）


